
平成 28年度 第 1回夕張市地域公共交通協議会 議事概要 

 

日 時：平成２８年６月１４日（火）13:30～14:20  

場 所：夕張市役所４階 会議室          

資 料：別紙のとおり               

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

会長より挨拶 

 

３ 委員紹介 

  今年度、第１回目の協議会のため、事務局より委員を紹介 

 

４ 報告事項 

（１）平成２７年度 事業報告（資料１） 

 ・事務局より資料１の説明 

・内容に関する質問等なし 

 

５ 協議事項 

（１）平成２７年度 収支決算（案）について 

 ・事務局より資料２の説明 

  

（２）監査結果について（資料３） 

・監査委員より監査報告 

・決算に関する質問等なし 

 

（３）デマンド交通実証実験（案）について（資料４、４－１～３） 

 ・事務局より資料４、４－１～３の説明 

・委員より資料４利用できるサービスに記載の夕鉄バス休日部活用等乗車証とは何かと

の質問に対し、事務局より南部地区の児童・生徒は登校にスクールバス、下校に路線

バスを利用しているため、片道定期しか持っていないことから、スクールバスが運行

しない休日に部活等に行く場合に路線バスを利用できように発行するものと回答。 

 ・委員より資料４利用できるサービスに記載の定期券について、バス会社が発行した定 

 期券だが、デマンド運行会社に利用分をバス会社が負担するのかとの質問に対し、事 

務局より実証実験の委託料で精算するため、負担はないと回答。 



 

 （４）夕張市コンパクトシティ構想交通分科会の設置について（資料５） 

  ・事務局より資料５の説明 

  ・内容に関する質問等なし 

 

６ その他 

・ＪＲ北海道より、３月２６日のダイヤ改正で千歳発１９時台の便が減便となったこと

で、夕張から追分、千歳方面に通っている高校生の部活動に影響が出ることに対する

対策として届出により特急を利用できることとしたが、この制度の利用が５月に７回

あったと報告された。 

・会長より新聞で報道のあった地域間幹線系統確保維持費補助金の減額について、委員

である札幌運輸支局に情報を求め、札幌運輸支局より補助要綱では予算の範囲内とな

ってはいるが、補助年度が１０月から９月であり、現段階では調整方法などは決まっ

ていないと報告があった。 

・会長より上記の件に関し、委員である空知総合振興局に情報を求め、北海道ではバス

事業は地域で必要不可欠な交通手段であるという認識で、１３日に本庁の交通担当部

局が国土交通省を訪問し、平成 28 年度は内定額どおりの補助を行うこと、平成 29 年

度予算では十分な予算を確保することを要請したとの報告があった。 

 

７ 閉会 

 

以 上 


